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緒　　言
　イチゴ栽培では，収穫および調製作業に関わる労
働時間が総労働時間のうち５０～６０％を占めている。
また，収穫作業は土耕栽培の場合，中腰で行うこと
が多く労働強度の高い作業である（土居，１９８７）。
収穫・調製作業の省力化により，大幅な軽労化，労
働時間の短縮と規模拡大による収益性の向上が期待
される。
　前報（曽根ら，２００４）では，収穫および調製作業
の省力化が可能な果房形態特性を明らかにするため，
大果性および果実の大きさの揃いと果房形態構成要
素との関係を検討した。その結果，着果節間長径
（果実着果節の節間長と節間径の積）が選抜指標と
して有効であること，また大果で果実の大きさの揃
いが良い品種の育成のためには，果実着果節が太く
て長い果梗を持ち，また果梗径および果梗長の揃い
に優れる‘Pajaro’タイプの直枝型果房を有する系
統の選抜が有効であることを明らかにした。
　イチゴの重要形質に関する遺伝については，糖・
有機酸（Duewer・Zych，１９６７；Shawら，１９８７；門
馬・高田，１９９１），品質・収量構成要素（Spangelo
ら，１９７１；森下，１９９４）などの報告がある。しかし
ながら，果房形態形質に関する遺伝については，ほ
とんど検討がなされていない。
　本報告では，果実の大きさおよび揃いとの相関が
高い果実着果節の節間長と節間径について，これら
形質に特徴を有する品種間の F１集団および自殖第
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要　　　　旨
曽根一純・沖村誠・望月龍也・野口裕司・北谷恵美：イチゴの収穫・調製作業に関わる果房形態形
質の遺伝。九州沖縄農研報告：４８：１－９，２００６．
　イチゴの収穫および調製作業の省力化に関わる大果性および果実の大きさの揃いの選抜指標とな
る果房形態形質に特徴を有する品種間のＦ１集団および自殖第１代を用いて，果房形態構成要素の
遺伝様式を明らかにするとともに，実生集団における選抜指標としての有効性を検討した。
　１．果実の大きさとの相関が高い節間長径比率（着果節の節間長と第１節間の節間長との比率及
び着果節の節間径と第１節間の節間径との比率の積）は，正逆 F１集団および自殖第１代において，
両親品種間に大部分の個体が分布し，平均値は中間親および親品種に近似した値を示した。また，
正逆交配間で分布域，平均値に大きな差は認められなかった。
　節間長径比率の広義の遺伝力は，正逆 F１集団において０．７９５～０．８７３，自殖第１代では０．８７９～
０．８９５と比較的高かった。このことから，節間長径比率は量的遺伝を示し，比較的高い遺伝力を有
する形質であると考えられた。
　２．果実の大きさの揃いとの相関が高い節間長径比率の変動係数は，正逆 F１集団および自殖第１
代において，量的遺伝を示すとともに中間親よりもやや子房親側に偏った分布を示し，子房親の影
響を強く受けた。広義の遺伝率は正逆交配において０．６８６～０．８１０，自殖第１代では０．６０１～０．８２６と
比較的高かった。
　３．果実の大きさおよび揃いの選抜には，収穫後の果房の形態調査から得られる節間長径比率お
よびその変動係数を用いることにより，収穫時の一果重調査が不要となり，選抜の効率化が可能と
考えられる。
　４．促成栽培に適した大果で果実の揃いが優れる品種の育成に際しては，‘Pajaro’型の直枝型形
質を持ち，なおかつ休眠性の浅い形質を併せ持つ品種間の交配と連続出雷性に十分配慮した選抜が
有効であると考えられる。
　キーワード：イチゴ，果房形態，収穫・調製作業，省力，遺伝，果重，揃い，節間長径比率。
１代における果房形態形質の遺伝様式を明らかにす
るとともに，実生集団における選抜指標としての有
効性を検討した。
材料および方法
　Fig．１にイチゴの果房形態の模式図を示した。止
葉状一枚葉の着生節位により分類した特徴的な果房
形態を持つ‘Pajaro’（直枝型，後述する節間長径
比率及び着果節間長径が大きく，着果節間長径の変
動係数が小さい），‘女峰’（中間型，節間長径比率
及び着果節間長径が小さく，着果節間長径の変動係
数が大きい）を交配親に選定し，１９９８年春に自殖お
よび正逆交雑種子を得た。これらを１９９８年５月に播
種し，２５穴の連結ポットにて育苗した苗を両親品種
とともに９月２９日に定植（畦幅１１０cm，株間２３cm，
２条植，１０a当たり７９００本）した。供試個体数は，
‘Pajaro’×‘女 峰’の F１が６１個 体，‘女 峰’×
‘Pajaro’の F１が１４６個体，‘Pajaro’の自殖第１代
が５４個体，‘女峰’の自殖第１代が６１個体で，両親
品種は各８株ずつを供試した。１０月２５日にビニル被
覆による保温を開始し，１１月末から温風加温機によ
り最低夜温５℃を保持した。なお，果房伸長に影響
を及ぼす電照およびジベレリン処理は行わなかった。
元肥は N，P２O５，K２Oをそれぞれ１．０kg ／ aとし，適
宜追肥を行った。
　３月上旬までに収穫の終了した頂果房を基部より
採取し，着果位置と着果位置に至る各節における果
梗長，果梗径を測定した。なお，　Fig．１の模式図
に準じ，止葉状一枚葉（頂果の苞葉）から下の果梗
を第１節間，小果梗を基部側から順に第２節間，第
３節間とし，最後の節から果実までを着果節間とし
た。さらに，各節間における節間長と果梗中央部の
節間径を測定した。これらから，果実着果位置まで
の節間長（以後，果実まで節間長とする。例①＋②
＋③＋④），着果節間の節間長と果実まで節間長と
の比率（以後，節間長比率とする，例④／（①＋②
＋③＋④），着果節間の節間長が長いほど値は大き
くなる），着果節間の節間径と第１節間の節間径と
の比率（以後，節間径比率とする，例④の節間径／
①の節間径，大きいほど着果節の直径が太くなる），
個々の着果節間の果房全体での位置関係を表す指標
として節間長比率と節間径比率との積（以後，節間
長径比率とする），個々の着果果梗の形態を表す指
標として着果節間の節間長と節間径との積（以後，
着果節間長径とする）を算出した。
　これらのうち，果実の大きさとの相関が高い果房
形態構成要素は，着果節間長径であることが明らか
になっている（曽根ら，２００４）。しかしながら，
‘Pajaro’を交配母本として用いた場合，休眠が深
いため厳冬期には，矮化して果房伸長が著しく劣り，
着果節間長径も小さくなる傾向がみられた。このた
め，着果節間長径と相関が高く，草勢の違いによる
影響を受けにくい果房形態要素を検討したところ，
節間長径比率との間に有意な高い正の相関０．７３６
（n＝２５０）が得られたことから，本研究では節間長
径比率を着果節間長径に代わる指標として用いるこ
ととした。
　また同様に，果実の大きさの揃いについても節間
長径比率の変動係数により解析した。
　なお，広義の遺伝力は，h２＝（VF１または VS－ VE）
／（VF１または VS），VE：（VP１＋ VP２）／２，VF１：F１にお
ける分散，VS：自殖第１代における分散，VP１および
VP２：両親における分散により算出した。
結　果
１）F１集団における節間長径比率の分布
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Fig. 1　Mimetic diagram of strawberry fruit cluster
 ：the objective fruit and its arising node
total pedicle length： ① + ② +③ +④
fruit arising node length/total pedicle length ratio： 
（ ④／① +② +③ +④（％）:A）
fruit arising node ／ lower node diameter ratio：
（diameter of ④／ diameter of ①（％）:B）
product of A and B（Abbr. fruit arising node length 
and diameter ratio）is highly correlated with fruit 
weight(Sone et al., 2004）.
　‘女峰’と‘Pajaro’の正逆交配 F１および自殖第
１代における代表的な果房形態を Fig．２に示した。
‘女峰’と‘Pajaro’の正逆交配 F１および自殖第１
代における節間長径比率の分布範囲および広義の遺
伝率をTable １に，正逆交配における節間長径比率
とその変動係数との散布図を Fig．３に示した。
　親品種の節間長径比率は，‘女峰’が９６７．５，
‘Pajaro’が６４６４．０となり，両者には明らかな差が
認められ，‘Pajaro’は着果節間長が長かった。ま
た，中間親の値は３７１５．８であった。
　‘女峰’×‘Pajaro’の F １集団の節間長径比率は，
供試した１４６個体の平均値が２９４６．３となり，中間親
よりもやや小さく，５６６．７～８１６３．２の間に分布した。
また，両親の分布範囲に入る個体は１３９個体，
９５．２％を占めた。広義の遺伝率は，０．７９５であった。
　一方，‘Pajaro’×‘女峰’の F１集団の節間長径
比率は，供試した６１個体の平均値が‘女峰’×
‘Pajaro’と同様に中間親よりもやや小さく２４７５．６
となり，５５２．８～１００００．０の間に分布した。また，両
親の分布範囲に入る個体は５１個体で８３．６％を占め，
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Fig ２.  Representative fruit cluster style of ‘Nyoho’, ‘Pajaro’ and their F１ and self progenies.
‘女峰’×‘Pajaro’の F１集団と同様に両親の分布
範囲を超える個体は少なかった。広義の遺伝率は
０．８７３であった。
２）供試品種の自殖第１代における節間長径比率の
分布
　供試品種の自殖第１代における節間長径比率とそ
の変動係数との散布図を Fig．４に，分布範囲および
広義の遺伝率を Table １に示した。
　‘女峰’の節間長径比率は９６７．５であるのに対し，
自殖第１代での平均値は１２３５．３となり，親品種に近
い値を示した。また，分布範囲は３１４．５～３０８０．２と
親品種よりも広く，親品種の平均値と同程度かやや
高い値を示す個体が多かった。広義の遺伝率は
０．８９５と高い値を示した（Table １）。
　一方，‘Pajaro’の節間長径比率は６４６４．０となり，
自殖第１代での平均値は６７０５．４と親品種とほぼ等し
かった。分布範囲は２１３９．７～１００００．０と親品種より
広く，親品種の平均値よりも低い値を示した個体は，
１２１個体，６０．８％を占めた。これは，促成栽培では
自殖第１代の草勢が弱く，果房伸長性の劣る個体が
多かったためと考えられた。広義の遺伝率は，
０．８７９であった（Table １）。
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Fig．３　Scatter diagram of fruit arising node length and diameter ratio and their coefficient of 
variation in ‘Nyoho’, ‘Pajaro’ and their F１ progenies. Vertical line and  horizontal line is 
mid-parental value.
Table １.  Product of fruit arising node length and diameter ratio, and it's heritability  in ‘Nyoho’, ‘Pajaro’ 
and their F１ and self progenies. 
３）F１集団における節間長径比率の変動係数の分布
　‘女峰’と‘Pajaro’の正逆交配 F１における節間
長径比率の変動係数の分布範囲および広義の遺伝率
をTable ２に示した。また，節間長径比率とその変
動係数との散布図を Fig．３に示した。
　親品種の節間長径比率の変動係数は，‘女峰’が
７８．０，‘Pajaro’が４９．２となり，両者には明らかな
差が認められ，‘Pajaro’では揃いが優れた。また，
中間親の値は６３．６であった。
　‘女峰’×‘Pajaro’のF１集団では，供試した１４６
個体の平均値は７８．４となり，‘女峰’に近い値を示
し，１４．８～１２４．６の広い範囲に分布した。また，両
親の分布間に入る個体は９９個体，６７．８％であり，両
親の分布範囲よりもばらつきの大きい個体が多く認
められた。広義の遺伝率は，０．６８６であった。
　一方，‘Pajaro’×‘女峰’の F１集団では，供試
した６１個体の平均値が５７．３となり，０．０～１２３．４の範
囲に分布した。平均値は中間親よりも小さく，
‘Pajaro’側に近い値を示した。また，両親の分布
の範囲に入る個体は４１個体で６７．２％を占め，‘女峰’
×‘Pajaro’の場合と同様に，両親の分布範囲を超
える個体が多く認められた。広義の遺伝率は０．８１０
であった。
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 Fig．４　Scatter diagram of fruit arising node length and diameter ratio and their coefficient of 
variation in ‘Nyoho’, ‘Pajaro’ and their self progenies. Vertical line and  horizontal line 
is mid-parental value.
Table ２.  Coefficient of variation of fruit arising node length and diameter ratio, and it's heritability  in 
 ‘Nyoho’, ‘Pajaro’and their F１ and self progenies. 
４）供試品種の自殖第１代集団における節間長径比
率の変動係数の分布
　供試品種の自殖第１代における節間長径比率の変
動係数の分布範囲および広義の遺伝率をTable ２に
示した。節間長径比率とその変動係数との散布図を
Fig．４に示した。
　‘女峰’の自殖第１代での節間長径比率の変動係
数の平均値は６４．６となり，親品種より小さく，３６．７
～１１１．１と広い範囲に分布した。広義の遺伝力は
０．６０１であった。
　一方，‘Pajaro’の自殖第１代の節間長径比率の
変動係数の平均値は４０．９となり，親品種の平均値に
比較的近い値を示し，親品種と同様にばらつきは小
さかったが，０．０～９０．０と広い範囲に分布した。広
義の遺伝力は０．８２６であった。
考　　察
　果実の大きさは，収量を構成する重要な要素の一
つであり，これまでにも果実の大きさの遺伝につい
ては数多くの報告（Powers, １９４５ ; Baker, １９５２ ; 
Comstock et al., １９５８ ; Scott, １９５９ ; Hansche et al. , 
１９６８ ; Moore et al., １９７０ ; Spangelo et al., １９７１ ; 
Aalders・Craig, １９７４ ; Pelofske・Lawrence, １９８４）が
あり，量的な遺伝を示すとの報告（Powers, １９４５ ; 
Baker, １９５２ ; Comstock et al., １９５８ ; Scott, １９５９ ; 
Hansche et al., １９６８ ; Spangelo et al., １９７１）が多い。
　また，果実の大きさの遺伝は相加的遺伝が認めら
れるが，遺伝分散も大きく，高い遺伝力を示すこと
も報告されている（Scott, １９５９ ; Sherman et al., 
１９６６ ; Hansche et al., １９６８ ; Scott et al., １９７２）。
　森下（１９９４）は，果実の大きさについて自殖第１
代および品種間の雑種第１代における広義の遺伝力
を推定したところ，相加的遺伝効果に加えて，見か
けの優性効果が認められ，遺伝力も０．９７４と高いこ
とを報告している。
　本報告では，前報（曽根ら，２００４）で明らかにし
た果実の大きさと揃いに関わる果房形態構成要素に
着目し，それらの遺伝様式を検討した。果房形態に
基づく評価法は，果実収穫後に残された果房の形態
からの評価が可能であるため，収穫期間を通じた一
果重の測定等の煩雑な調査が必要でなく，多数の個
体を取り扱う育成試験等において，特に有効である
と考えられる。
　果実の大きさとの相関が高い節間長径比率は，正
逆 F１集団とも，両親品種の間に大部分の個体が分
布し，中間親に近似した値を示し，分布域および平
均値に大きな差は認められなかった。また，自殖第
１代においても，両親に近い値を示し，分布域はや
や広かったが，両親の分布域に多くの個体が分布し
た。さらに，節間長径比率の広義の遺伝力は，正逆
交配において０．７９５～０．８７３，自殖第１代では０．８７９
～０．８９５であった。
　このように，節間長径比率の遺伝は果実の大きさ
と同様に量的遺伝を示し，比較的高い遺伝力を有す
る形質であると考えられた。これらのことから，大
果性を育種目標とした品種育成においては，果房形
態構成要素の中で，節間長径比率が選抜指標として
利用でき，節間長径比率の大きい品種・系統間の交
配により，関連する遺伝子の集積をすすめ，節間長
径比率を高めていくことが有効であると考えられた。
　ところで，果実の大きさとの相関が高い果房形態
構成要素は，着果節間長径であることが明らかに
なっている（曽根ら，２００４）。しかしながら，
‘Pajaro’を交配母本として用いた場合，休眠性が
深いため厳冬期の草勢が弱く，矮化するため果房伸
長性が著しく劣り，着果節間長径も小さくなる傾向
が認められた。このため，着果節間長径と相関が高
く，草勢の違いによる影響を受けにくい節間長径比
率を代替指標として用いた。
　沖村ら（１９９６）は，休眠覚醒のための低温要求量
の遺伝について，異なる休眠性を有する品種間の交
雑実生における低温要求量から評価した結果，休眠
性は低温要求量の少ない方に偏る傾向があることを
報告している。
　これらのことから，促成栽培に適した大果系品種
の育成に際しては，‘Pajaro’型の直枝型形質を持
ち，なおかつ休眠性の浅い形質を併せ持つ品種・系
統の利用が有効であると考えられる。
　一方，果実の揃いは収穫・調製作業の省力化には
重要な形質であるが，その遺伝については個体ごと
に果房内の一果重のばらつきを評価する必要がある
ため，これまでにも Pelofske・Lawrence（１９８４）の
報告があるのみで十分な検討はなされていない。
　Pelofske・Lawrence（１９８４）は，果重のばらつき
程度が異なる品種間交雑集団６組み合わせを用いて，
果房内の頂果と２番果との果重比から果実揃いを評
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価し，果実のばらつきは量的遺伝を示すとした。さ
らに，頂果と２番果との果重比と一果重との間には
有意な関係はみられず，組み合わせにより両親の分
布域を超える個体が認められたことを報告している。
　本研究では果実の揃いの評価指標として，節間長
径比率の変動係数を用い，その値の差が大きい
‘Pajaro’と‘女峰’を材料として，それらの正逆
交雑集団と自殖第１代における個体ごとの変動係数
の分布から遺伝特性を評価した。
　節間長径比率の変動係数は量的遺伝を示すととも
に，中間親よりも子房親側に偏った分布を示し，子
房親の影響を強く受けた。さらに，分布範囲につい
ては両親の分布域よりも広く，両親よりも大きいば
らつきを示す個体が数多く認められた。
　また，広義の遺伝率は正逆交配において０．６８６～
０．８１０，自殖第１代では０．６０１～０．８２６となり，比較
的高かった。特に‘Pajaro’を子房親とした場合に
高い遺伝力を示すことから，‘Pajaro’の節間長径
比率の変動係数に関わる遺伝子は‘女峰’よりもホ
モ化の程度が進んでいる可能性が示された。
　以上の結果から，果実の大きさおよび揃いについ
ては，それらと高い相関関係が認められ，なおかつ
草勢の変化の影響を受けにくい果房形態形質である
節間長径比率およびその変動係数による選抜が可能
であり，ともに比較的高い遺伝力を示すことから，
果房形態に基づく選抜が可能であると考えられた。
　さらに，促成栽培に適した大果で果実の揃いが優
れる品種の育成に際しては，‘Pajaro’型の直枝型
形質を持ち，なおかつ休眠性の浅い形質を併せ持つ
品種間の交配と連続出雷性に十分配慮した選抜が有
効であり，果房形態による効率的な調査を併用する
ことで品種育成の効率化が進展するものと期待され
る。
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Inheritance of the Fruit Cluster Characteristics Associated with 
Fruit Size and Uniformity of Fruit for Labor-saving in Strawberry 
Harvesting and Preparation. 
Summary
  The inheritance of fruit cluster characteristics associated with size and uniformity of fruit for 
labor-saving in harvesting and preparation of strawberry cv. Pajaro and Nyoho and their F１ and 
self was investigated.  Fruit size was highly correlated with the product of fruit arising node /total 
peduncle length ratio and fruit arising node / lower node diameter ratio（i.e., the fruit arising node 
length and diameter ratio）.  The fruit arising node length and diameter ratio was quantitatively 
inherited.  The broad sense heritability in F１ and self progenies derived from the two parental 
cultivars ranged from ０．７９５ to ０．８９５. 
  The coefficient of variation of fruit size was highly correlated with that of fruit arising node 
length and diameter ratio.  The coefficient of variation of the fruit arising node length and 
diameter ratio was quantitatively inherited, and the distribution curve was slightly inclined to the 
ovary parental side, suggesting influence by the ovary parent.  The broad sense heritability in F１ 
and self progenies derived from the two parental cultivars ranged from ０．６０１ to ０．８２６.
  The fruit arising node length and diameter ratio and its coefficient of variation thus seem useful 
for selecting fruit size and the coefficient of variation of fruit size without measuring each fruit in 
a practical breeding program. 
  In a breeding program of forced culturing for fruit size and uniformity to reduce labor in 
harvesting and preparation, it seems to recommended Pajaro as the source of traits, such as 
basalbranching cluster, long pedicels and large diameter of fruit arising node, along with shallow 
dormancy, and continuous flowering that Pajaro doesn't possess. 
Key words: Strawberry, Fruit cluster characteristics, Labor-saving in harvesting and preparation, 
Fruit size and uniformity.
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